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ジェネリック医薬品の使用割合目標について

○ジェネリック医薬品の使用割合については、令和３年４月27日経済・財政一体改革推進委員会社会保障ワーキン
グ・グループにおいて、「2023年度末までに後発医薬品の数量シェアを、すべての都道府県で80％以上」とい
う新たな目標が掲げられた。

※ 令和３年４月27日経済・財政一体改革推進委員会社会保障ワーキング・グループ資料より一部改変 1



福岡県におけるジェネリック医薬品の使用割合について

○福岡県におけるジェネリック医薬品の使用割合は、令和２年度下半期において76.9％であり、政府の目標とする
80％には到達していない。

○また、全国的な傾向ではあるものの、近年では数量シェアの伸びが鈍化してきている。
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※ 福岡県内医薬品卸業者への調査結果より
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福岡県におけるジェネリック医薬品使用促進の課題について

○これまでのレセプト分析により、精神疾患領域や眼科領域等、ジェネリック医薬品への切替えが進みにくい診療
分野、薬効領域があることも判明しており、ジェネリック医薬品の数量ベースでの普及率は、頭打ちに近い状
況であると推測される。

○啓発の継続は必要であるものの、県内一律の事業によって効果的な使用割合上昇を望むのは困難となってきてい
るものと思われる。（福岡県ジェネリック医薬品使用促進協議会 第四期期中間報告書より。）

○ついては、今後、ジェネリック医薬品の数量ベースでの使用割合を向上させるには、個別の対応が必要である。

県全体のＧＥ使用割合が80％に近づいてき
ており（市町村国保で最も高い町では
83.9％（平成31年3月診療分））、県内一
律の事業によって効果的な使用割合上昇を
望むのは困難となってきている。

使用割合が低い要因に対する
ピンポイントな促進策が必要である。

3



ジェネリック医薬品使用促進の課題について

○今後、ピンポイントな促進策を講じるにあたり、今般発生しているGEの不祥事により、全国的な供給不安や回
収が生じている現状がある。

○現在、日本ジェネリック製薬協会において、ジェネリック医薬品に対する信頼の回復に向け、製造管理・品質管
理の徹底、コンプライアンス・ガバナンス体制の徹底を図る取組みを実施しているところであり、今年度促進
策を講じることは妥当ではないと思われる。

令和２年１２月
小林化工におけるイトラコナゾール
への睡眠薬混入事件

令和３年３月
日医工における手順違反を受け
た回収及び業務停止命令

不祥事を受け、日本ジェネリック製
薬協会において信頼の回復に向けた
取組みを実施中
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福岡県における今年度のレセプト分析の方向性について

○ジェネリック医薬品の信頼回復に備え、今年度は、ピンポイントな促進を実施せず、今後ピンポ
イントな促進を実施するターゲットや課題を明確化するための検討・分析を実施することとした
い。

今年度は、ターゲットや課題を明確
化するための検討・分析を実施する
こととしたい。

ジェネリック医薬品について、
医療従事者・患者ともに品質や
安全性に疑問が呈されている。
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令和３年度ジェネリック医薬品使用促進事業におけるレセプト分析について

○ピンポイントな促進策を講じるにあたって、県からの個別の促進をあまり進めることのできていない、地域ご
とのアプローチの実施を念頭において、レセプト分析することとしてはどうか。

○令和３年度レセプト分析においては、アプローチを実施する対象や課題を明らかにするために、地域ごとの
ジェネリック医薬品使用割合と、医療機関種別、処方の院内／院外の別、診療科、病床数、一般名処方加算算
定割合等との相関性について分析することとしたい。

今後ピンポイントな対応を実施する
に先立ち、アプローチが必要な地域
の特徴を分析してはどうか。

令和３年度のレセプト分析において
は、以下の分析をしてはどうか。
・ジェネリック医薬品の使用割合が
低い地域

・ジェネリック医薬品使用割合と院
内／院外の別、診療科、病床数。
一般名処方加算算定割合等にどの
ような相関性があるか
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